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研究成果の概要（和文）： 

これまで、兵庫県宝塚市西谷地区の約 1300ha の水田の里草地（畦畔、林縁、溜め池堰堤）にお

いて絶滅危惧植物種の分布を踏査し、溜め池の堰堤や棚田上部の畦畔が絶滅危惧植物ローカル

ホットスポットとなっていることを明らかにした。また、絶滅危惧植物のうち３種 (スズサイ

コ、タチカモメヅル、キセルアザミ)と１種の普通種（ノアザミ）の分布を比較したところ、絶

滅危惧種の分布は普通種に比べて圃場整備の行われてない伝統的な棚田の上部の畦に集中して

いることも明らかになった。さらに、これらの絶滅危惧種の分布する棚田上部の畦畔は耕作放

棄にともない管理されなくなり草地環境が維持されづらいことが明らかになり、今後積極的に

保全していくことの必要性が示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Distribution of more than 50 endangered species in semi-natural grasslands around paddy fields (ca. 

1300ha) was investigated in order to find local biodiversity hotspots around agricultural landscapes. Our 

research group found that the upper areas of paddy terraces were local hotspots in which many 

endangered species coexisted together. Higher, steeper fields farther from roads in the upper areas of 

paddy terraces were more frequently abandoned in our study area. We also compared distribution pattern 

between three endangered and one common species and found endangered species had significantly more 

overlap with the distribution of fields at risk of abandonment than did the common species. In addition, 

the endangered species were significantly less widely distributed in consolidated fields. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、耕作放棄や圃場整備の拡大によって生

育状況が悪化した植物が数多く絶滅危惧種

として選定されている。これらの絶滅危惧植

物種の保全を考えたときに国土の 10％以上

を占める農耕地の里草地全てを保全の対象

とすることは到底できない。そのため、比較

的狭い範囲の里草地であっても保全努力を

集中すべき場所を明確に設定することが必

要となる。そのためつまり、調査対象地域内

で多種の分布の調査を行い、保全努力を集中

させるべき絶滅危惧植物の多様性が高いエ

リアを明らかにすることが必要であった。 

 

２．研究の目的 

日本において生物多様性減少が顕著に進行

している中山間地の里山（里草地）を調査地

として、多数の絶滅危惧草本性植物の分布を

調査し、種ごとの生育適地を解析後、その結

果を重ね合わせることで『棚田畦畔は里草地

における絶滅危惧植物ローカルホットスポ

ットである』ことを量的データによって明ら

かにする。 

 また絶滅危惧種の様に出現頻度が低く、不

在データの多い分布データを解析するため

の方法論の確立を目指す。 

 

３．研究の方法 

宝塚市西谷地区の里草地(約 1300ha)におい

て 50 種を越える絶滅危惧植物種の分布を調

べ、GIS 解析と統計解析を用いて絶滅危惧種

の分布が集中する環境を明らかにする。また

絶滅危惧種と普通種の比較から絶滅危惧種

が好む環境を明らかにする。 

 新解析法として既存の一般化線形モデル

とマシーンラーニングを組み合わせた手法

の開発を行う。 

 

４．研究成果 

①キキョウ、スズサイコ、オミナエシ等の 50

種を越える草原性の絶滅危惧草本種の分布

を 1300ha の水田地帯の総延長約 140km の里

草地で調べ、棚田上部の畦畔や溜め池の堰堤

で多くの種が集中して分布していることを

明らかにした。これらの絶滅危惧種を含めた

調査地内の里草地に生育する草本性植物ノ

リストを作成した(植松他 2010)。 

 

②2 組の近縁種（スズサイコ―タチカモメヅ



 

ル; キセルアザミ―ノアザミ）の分布を兵

庫県宝塚市西谷地区の水田の畦で調査し比

較を行った。調査の結果、高く急で、道路か

ら遠い場所（棚田上部）は耕作放棄されやす

く、そのような場所との分布の重なりは 3種

の絶滅危惧種（スズサイコ、タチカモメヅル、

キセルアザミ）のほうが大きかった。また圃

場整備地との分布の重なりはこれらの絶滅

危惧種のほうが小さかった。以上から、土地

の放棄と集約的利用は非対称的に絶滅危惧

種の生育地を減少させるということが明ら

かになった(Uematsu et al. 2010)。 

 

③上記の絶滅危惧種スズサイコのデータを

用いて不在（０）データの多い分布データを

用いた新しい Bagging GLM という解析手法の

開発・テストを行った(Osawa et al. in 

press)。 
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